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概要 

 ＣＤＲにおける極点測定では極点図の外側は極点図の中心に比べ測定強度が低下します。 

  本来、無配向試料の極点図は、極点図強度がどの（α、β）でも一定にならなければならないので 

  無配向試料の極点図が一定になる様に極点図の逆数を極点図に掛け合わせ補正します。 

  ＣＴＲソフトウエアでは、この処理が簡単操作で可能になります。 

  以下に手順を説明します。 

  極点図のファイル名の先頭は指数から始まる様にする。 

使用する極点図 

 アルミニウム粉末の極点図 

 

極点図のαプロファイル 

 

 

バックグランドを削除したａｖｅｐの逆数を求め、ＴＡＢＬＥ化します。 

minP:β方向最小のαプロファイル 

maxp:β方向最大のαプロファイル 

aveP:β方向平均値のαプロファイル 

bg1:低角度バックグランドプロファイル 

bg2:高角度バックグランドプロファイル 



極点データ処理 

 ODFPoleFigure1.5 或いは ODFPoleFigure2を用います。 

 

ODFPoleFigure1.5用いて説明します。 

Randomデータを複数選択し、バックグランドを削除し、defocusTABLEを作成し、登録を行います。 

 

 

Randomデータを複数選択 

  

バックグランドを削除 

  

極点処理 

  

DefocusTABLEを作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



操作 

 

 

選択した極点図が表示される 

 

Ｃａｌｃでバクグランドが削除され、極点図が表示される 

 

 

 

 

 



バックグランドが削除された極点図をｄｅｆｏｃｕｓに登録 

 

ｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥが登録される。 

 

ＴＡＢＬＥ確認 

 

 

αプロファイルの確認 

     

 

      逆数で表示 



ｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥ機能の確認 

作成された defocusTABLEで無配向極点図の補正を行ってみます。 

 

 

極点図がフラットになります。 

 


